
　　　　　　  のまとめ
　■どこの誰が呼び出したか由来が不明な  （キングプロパティ）
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図形的には   のグラフを
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対称（鏡映し）にしたものなので成立することがわかる

　　　その導出の仕方や活用方法を確認しよう。
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■活用のタイミングと具体例

○三角関数が扱われているとき（もちろん三角関数以外のときにも使える）

　⇒積分区間がからまでだと　 
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　　　補角の公式により          を活用すると同型が生じる

　⇒消去できる部分や約分できる部分ができあがる
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         において，       が簡単な形になるときも活用できる
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半角の公式

偶関数

例題）本来は前半に誘導があって解く問題であるけども…


